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第15回

　
神
奈
川
県
は
、
平
成
10
年
３
月

に
「
ご
み
処
理
広
域
化
計
画
」
を

策
定
し
、
県
内
を
９
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
、
二
宮
町
は
平
塚
市
、
秦
野

市
、
伊
勢
原
市
、
大
磯
町
と
と
も

に
「
湘
南
西
ブ
ロ
ッ
ク
」
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
湘
南
西
ブ
ロ
ッ

ク
で
は
、
平
成
15
、
16
年
度
の
２

か
年
を
か
け
、
ご
み
処
理
広
域
化

実
現
可
能
性
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
調
査
で
は
、
地
域
を
平

塚
、
大
磯
、
二
宮
ブ
ロ
ッ
ク
と
秦

野
、
伊
勢
原
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、

ご
み
の
排
出
抑
制
、
減
量
化
・
資

源
化
施
策
、
施
設
分
担
や
費
用
負

担
を
検
討
し
、
広
域
化
は
実
現
可

能
で
あ
る
と
の
結
果
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
こ
で
、
平
成
18
年
２
月
22
日

に
平
塚
市
、
大
磯
町
、
二
宮
町
は

「
一
般
廃
棄
物
処
理
に
係
る
事
務

事
業
の
広
域
化
に
関
す
る
基
本
協

定
」
を
締
結
し
、
ご
み
処
理
広
域

化
の
実
現
に
向
け
、
実
施
計
画
の

策
定
に
動
き
出
し
ま
し
た
。

　
「
湘
南
西
ブ
ロ
ッ
ク
ご
み
処
理

広
域
化
実
現
可
能
性
調
査
」
最
終

報
告
書
で
は
、
今
後
の
取
り
組
み

と
し
て
次
の
と
お
り
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
実
施
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
ご
み
処
理
広
域
化
施
策

を
進
め
る
順
序
に
つ
い
て
、
こ
の

報
告
書
に
あ
る
取
り
組
み
事
項
に

沿
っ
て
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
二
宮
町
は
こ
れ
ま
で
の
分
別

の
徹
底
や
ご
み
有
料
化
な
ど
で
資

源
化
率
は
県
下
で
も
上
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。
広
域
化
で
も
同
様
に
、

ま
ず
は
家
庭
ご
み
の
有
料
化
や
水

切
り
の
徹
底
な
ど
の
減
量
化
に
取

り
組
み
、
次
に
分
別
で
資
源
化
で

き
る
も
の
は
で
き
る
だ
け
資
源
化

す
る
と
い
う
ソ
フ
ト
化
策
を
行
い
、

そ
の
上
で
必
要
最
小
限
の
施
設
を

検
討
す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
実
現
可
能
性
調
査
は
平
成
14
年

当
時
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
い
ま

す
。
環
境
へ
の
関
心
が
高
ま
る
な

か
、
減
量
化
・
資
源
化
へ
の
取
り

組
み
に
対
し
て
は
年
々
、
住
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
深
ま

っ
て
い
る
も
の
と
考
え
、
二
宮
町

は
実
施
計
画
策
定
の
根
拠
と
な
る

ごみ処理広域化実現可能性調査での施設配置案

二宮町大磯町平塚市 施設規模 建設費

44トン/日 23億円
一部

○

将来

（◎）

一部

◎

◎

◎

◎

◎

◎

○

31トン/日

340トン/日

57トン/日

未積算

未積算

18億円

135億円

9億円

未積算

未積算

リサイクルプラザ

厨芥類資源化施設

焼却施設

中継施設

最終処分場

し尿処理施設

◎：広域対応施設　○：単独施設　　：ごみの流れ

（表）



Ｑ 

広
域
化
実
現
可
能
性
調
査
の

町
の
認
識
は
？

Ａ 

実
現
可
能
性
調
査
は
、
あ
く

ま
で
も
可
能
性
の
調
査
で
あ
っ

て
、
こ
れ
を
基
本
と
し
て
検
証

を
す
す
め
る
べ
き
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
検
証
と
は
、
直
近
の

デ
ー
タ
を
使
い
現
実
的
な
視
点

で
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
で
す
。

Ｑ 

実
施
計
画
策
定
に
向
け
た
検

証
の
手
順
は
？

Ａ 

ご
み
減
量
化
な
ど
の
ソ
フ
ト

施
策
の
後
で
施
設
の
検
証
と
し

た
か
っ
た
の
で
す
が
、
施
設
整

備
は
動
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
な
お
、
検
証
の
手
順

と
過
程
が
住
民
に
分
か
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
し
た
。

Ｑ 

広
域
で
二
宮
町
が
受
持
つ
予

定
の
施
設
に
つ
い
て
の
考
え
は
？

Ａ 

厨
芥
類
資
源
化
施
設
は
、
こ

れ
か
ら
の
資
源
化
を
す
す
め
る

た
め
に
は
必
要
な
施
設
だ
と
は

思
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
技
術
的

に
未
成
熟
な
段
階
に
あ
り
、
あ

ま
り
実
績
が
あ
り
ま
せ
ん
。

将
来
予
測
に
つ
い
て
、
最
新
の
数

値
に
置
き
換
え
て
予
測
を
や
り
直

す
べ
き
と
主
張
し
て
き
ま
し
た
。

　
特
に
二
宮
町
に
位
置
付
け
ら
れ

た
「
厨
芥
類
資
源
化
施
設
」
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
資
源
化
に
は
必

要
な
施
設
と
は
考
え
ま
す
が
、
い

ま
だ
技
術
的
に
未
成
熟
な
段
階
に

あ
り
、
あ
ま
り
実
績
が
な
い
こ
と

か
ら
、
充
分
な
研
究
・
検
討
を
お

願
い
し
て
き
ま
し
た
。

　
実
現
可
能
性
調
査
は
決
定
で
は

な
く
検
証
が
必
要
と
い
う
二
宮
町

の
主
張
に
対
し
、
他
市
町
で
は
公

平
分
担
の
観
点
か
ら
、
施
設
配
置

は
変
更
で
き
な
い
と
い
う
考
え
で

し
た
。
（
表
参
照
）

　
そ
の
他
に
も
、
実
現
可
能
性
調

査
で
は
っ
き
り
決
ま
っ
て
い
な
か

っ
た
最
終
処
分
場
の
扱
い
な
ど
、

様
々
な
課
題
に
つ
い
て
、
18
年
４

月
以
降
担
当
課
長
や
部
長
に
よ
り

十
数
回
に
及
ぶ
会
議
が
繰
り
返
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
本
来
、
合
意
す

る
ま
で
議
論
を
尽
く
す
べ
き
で
す

が
、
終
盤
で
は
多
数
決
で
決
ま
る

事
態
に
も
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
予
定
ど
お
り
事
業
を
進
め
た
い

他
市
町
の
意
向
も
強
く
、
９
月
に

は
広
域
化
を
進
め
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
な
か
で
こ
れ
以
上
の
遅
延
が

許
さ
れ
な
い
状
況
に
至
り
ま
し
た
。

町
と
し
て
も
実
施
計
画
策
定
の
た

め
の
骨
子
案
を
了
承
で
き
な
い
ま

ま
、
議
論
に
参
加
し
て
い
く
こ
と

は
広
域
化
を
進
め
る
妨
げ
に
な
り

ご
迷
惑
を
か
け
る
と
判
断
し
、
や

む
を
得
ず
検
討
継
続
の
中
止
と
、

本
件
の
今
後
の
取
り
扱
い
を
９
月

12
日
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
９
月
19
日
に
平
塚
市

長
、
大
磯
町
長
、
二
宮
町
長
に
よ

る
最
終
の
協
議
が
行
わ
れ
、
二
宮

町
の
脱
退
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
環
境
課
廃
棄
物
対
策
係

日
本
で
数
少
な
い
実
稼
働
し
て
い

る
厨
芥
類
資
源
化
施
設
（
民
間
）

　
厨
芥
（
生
ご
み
）
な
ど
の
有
機
性
廃

棄
物
か
ら
メ
タ
ン
ガ
ス
な
ど
を
取
り
出

す
施
設
で
す
。

これからの町のごみ処理

外部搬出は既定路線

今後の予定 今までの計画

積替施設の建設

平成平成1919年9月

平成平成2525年度ごろ年度ごろ

平成19年9月

平成25年度ごろ

外

部

搬

出

外

部

搬

出

民
間
の
技
術
革
新
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
動
向
等
に
よ
り
検
討
・
実
施

民
間
の
技
術
革
新
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
動
向
等
に
よ
り
検
討
・
実
施

民
間
の
技
術
革
新
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
動
向
等
に
よ
り
検
討
・
実
施

桜美園での適正処理桜美園での適正処理桜美園での適正処理

広
域
施
設
へ

広
域
施
設
へ

広
域
施
設
へ



　
飲
酒
運
転
は
悪
い
こ
と
だ
と
知

り
な
が
ら
、
「
少
し
だ
け
し
か
飲

ん
で
な
い
か
ら
」
と
言
っ
て
運
転

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
統
計
に
よ
る
と
飲
酒
運
転
に
よ

る
事
故
の
９
割
は
「
酒
気
帯
び
運

転
」
や
基
準
値
未
満
な
ど
の
軽
度

の
飲
酒
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
飲
酒
を
伴
わ
な
い
自
動

車
の
人
身
事
故
の
う
ち
、
死
亡
事

故
に
な
る
の
は
１
％
に
満
た
な
い

の
に
対
し
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
人

身
事
故
で
死
亡
事
故
に
な
る
確
率

は
５
％
〜
10
％
に
も
な
り
、
10
件

〜
20
件
に
一
件
が
死
亡
事
故
に
な

り
ま
す
。

　
飲
酒
運
転
は
事
故
を
起
こ
さ
な

く
て
も
当
然
厳
罰
に
処
せ
ら
れ
ま

す
。
懲
役
刑
ま
た
は
多
額
の
罰
金

が
科
せ
ら
れ
る
ほ
か
、
免
許
取
消
、

停
止
な
ど
の
行
政
処
分
が
加
え
ら

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
飲
酒
運
転
中
の
交
通
事

故
で
は
運
転
者
自
身
の
怪
我
や
損

害
に
つ
い
て
保
険
は
適
用
さ
れ
ま

せ
ん
。
仮
に
事
故
に
よ
り
大
き
な

後
遺
症
が
残
れ
ば
多
額
の
治
療
費

に
も
苦
し
む
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
社
会
的
な
非
難
や
、

そ
の
後
の
家
族
の
人
生
に
ま
で
多

大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
お
酒
を
飲
む
と
つ
い
つ
い
理
性

が
薄
れ
、
普
段
わ
か
っ
て
い
る
こ

と
に
す
き
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
車
を
運
転

し
な
い
と
い
う
強
い
意
志
を
も
つ

こ
と
は
当
然
で
す
が
、
社
会
全
体

で
飲
酒
運
転
を
し
よ
う
と
し
て
い

る
人
を
止
め
る
勇
気
と
優
し
さ
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。

　
運
転
代
行
も
あ
る
時
代
で
す
。

頼
ん
で
数
千
円
、
飲
酒
運
転
検
挙

に
よ
る
罰
金
で
50
万
円
、
た
だ
し

事
故
で
相
手
を
死
亡
さ
せ
て
し
ま

っ
た
場
合
は
お
金
で
は
ど
う
す
る

こ
と
も
で
き
ず
、
一
生
償
い
の
日
々

を
送
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
地
域
推
進
課
防
災
安
全
係

これ以上悲しむ人を増やさないために

それでもあなたは飲酒運転をしますか？それでもあなたは飲酒運転をしますか？それでもあなたは飲酒運転をしますか？



～日ごろの小さなこころがけ～

まずは防犯意識を！指名手配被疑者の
　　　検挙にご協力を！

　
高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
商
法
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
１
件
あ
た
り

の
平
均
被
害
額
も
発
生
件
数
も
、

若
い
世
代
よ
り
も
多
く
、
悪
質
業

者
が
高
齢
者
を
狙
っ
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
す
。

　
今
回
は
狙
わ
れ
て
し
ま
う
原
因

と
、
そ
の
手
口
・
対
策
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

●
被
害
に
気
付
き
に
く
い

　
平
成
17
年
の
高
齢
者
調
査
に
よ

れ
ば
、
67
％
の
高
齢
者
が
勧
誘
経

験
を
も
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
被
害
に
あ
っ
た
と
回
答
し
た

人
は
７
％
で
し
た
。

　
悪
質
業
者
は
あ
た
か
も
被
害
者

の
家
族
の
よ
う
に
接
し
、
安
心
感

を
も
た
せ
業
者
の
ペ
ー
ス
に
引
き

込
ん
で
し
ま
う
た
め
、
だ
ま
さ
れ

て
い
る
と
は
思
わ
せ
な
い
の
で
す
。

●
誰
に
も
相
談
し
な
い

　
被
害
に
あ
っ
た
こ
と
を
恥
ず
か

し
く
思
い
、
誰
に
も
相
談
し
な
い

方
が
多
く
、
被
害
に
あ
っ
た
と
回

答
し
た
高
齢
者
（
全
体
の
７
％
）

の
う
ち
、
男
性
29
％
、
女
性
48
％

が
「
誰
に
も
相
談
し
な
か
っ
た
」

と
答
え
て
い
ま
す
。

　
「
だ
ま
さ
れ
た
こ
と
に
気
付
い

て
い
な
い
」
「
だ
れ
に
も
相
談
し

な
い
」
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
相

当
数
の
高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
が
潜
在
化
し
て
い
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

①
寂
し
い
気
持
ち
に
つ
け
込
ん
で
、

優
し
く
接
し
て
く
る

　
販
売
目
的
を
隠
し
な
が
ら
、
優

し
い
良
い
人
を
装
っ
て
接
近
し
て

き
ま
す
。
昭
和
50
年
代
に
起
こ
っ

た
金
の
現
物
ま
が
い
商
法
で
話
題

と
な
っ
た
「
豊
田
商
事
事
件
」
以

来
、
孤
独
な
高
齢
者
の
こ
こ
ろ
の

隙
間
に
つ
け
込
む
販
売
方
法
が
存

在
し
続
け
て
い
る
の
で
す
。

②
不
安
を
あ
お
っ
て
契
約
さ
せ
る

　
家
の
老
朽
化
や
高
齢
者
の
健
康

不
安
を
あ
お
っ
て
、
そ
の
必
要
が

な
い
の
に
契
約
を
迫
っ
て
き
ま
す
。

耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
、
羽
毛
布
団
や

床
下
換
気
扇
な
ど
、
そ
の
種
類
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
。

③
次
々
と
契
約
を
迫
っ
て
く
る

　
ひ
と
つ
の
悪
質
業
者
と
契
約
し

て
し
ま
う
と
、
次
々
と
違
う
商
品

を
売
り
に
来
た
り
、
別
の
業
者
が

訪
問
し
て
き
て
、
被
害
が
大
き
く

な
り
ま
す
。

　
悪
質
業
者
は
言
葉
巧
み
に
購
入

を
勧
め
、
つ
い
だ
ま
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
訪
問
販
売
に
は
ま
ず
警

戒
心
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
容
易
に
玄
関
に
入
れ
ず
、

必
要
な
い
も
の
に
は
断
固
と
し
て

「
い
ら
な
い
」
と
言
い
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
な
か
な
か
帰
ら
な
い
よ
う

な
ら
警
察
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

　
早
期
に
相
談
す
れ
ば
契
約
を
取

り
消
せ
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
小

さ
な
こ
と
で
も
家
族
や
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

平
塚
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
21
―

７
５
３
０

大
磯
警
察
署
　
72
―

０
１
１
０

二
宮
町
地
域
推
進
課
防
災
安
全
係



業
務
時
間
…
９
時
〜
19
時

　
（
月
・
水
・
木
・
金
・
日
曜
日
）

休
日
…
火･

土
曜
日
、
祝
日
、

　
　
　
年
末
年
始

※
11
月
16
・
17
日
は
期
日
前
投
票
所
の
た

め
16
時
30
分
以
降
の
み
証
明
を
発
行

　
　
　
　
　
　
二
宮
町
百
合
が
丘

　
２
―

２
―

１
　
　
70
―

３
１
６
１

開
館
時
間
…
10
時
〜
19
時

休
館
日
…
祝
日
を
除
く
月
曜
日
、

第
２
・
４
火
曜
日
、
祝
日
の
翌

日
（
土
日
を
除
く
）、年
末
年
始

　
　
　
　
　
　
二
宮
町
二
宮
８
２

８
　
　
70
―

１
５
３
７

　
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録

証
明
書
、
住
民
票
記
載
事
項
証

明
書
、
所
得
証
明
書
、
課
税
証

明
書
、
非
課
税
証
明
書
、
評
価

証
明
書
、
公
課
証
明
書
の
交
付

（
各
３
０
０
円
、た
だ
し
世
帯
６

名
以
上
の
住
民
票
は
６
０
０
円
）

※
評
価
・
公
課
証
明
は
特
殊
な
た

め
、
役
場
開
庁
日
、
時
間
の
み

の
発
行
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
印
鑑
、
手
数
料
、

本
人
確
認
で
き
る
も
の
、
代
理

人
が
申
請
す
る
と
き
は
代
理
人

選
任
届
。

　
印
鑑
登
録
証
明
書
に
つ
い
て

は
、
印
鑑
登
録
証
カ
ー
ド
。
代

理
人
が
申
請
す
る
と
き
は
、
代

理
人
の
本
人
確
認
で
き
る
も
の
。

※
「
本
人
確
認
で
き
る
も
の
」
と

は
顔
写
真
付
き
の
官
公
庁
が
発

行
す
る
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ

ー
ト
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

等
で
す
。

日曜日も証明書を発行土･日･祝日も証明書

を発行

戸籍全部事項証明書（謄本）

戸籍個人事項証明書（抄本）

除籍、改製原戸籍、平成改製

原戸籍（謄本、抄本）

戸籍の附票

450円

750円

300円

身
近
な
証
明
書
等
発
行
窓
口

身
近
な
証
明
書
等
発
行
窓
口

身
近
な
証
明
書
等
発
行
窓
口



　
平
成
18
年
度
上
半
期
（
本
年
４

月
か
ら
９
月
ま
で
）
の
財
政
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
一
般
会
計
予
算
額
は
、
補
正
予

算
を
経
て
73
億
８
４
０
５
万
円
余

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
９
月
末
現

在
の
収
入
済
額
は
37
億
８
５
５
８

万
円
余
り
、
歳
入
予
算
額
に
対
し

て
51
・
３
％
の
収
入
で
、
前
年
度

同
期
と
比
較
し
て
２
・
３
ポ
イ
ン

ト
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
支
出
は
９
月
末
ま
で
に
31
億
２

６
０
１
万
円
余
り
、
歳
出
予
算
額

の
42
・
３
％
が
支
出
さ
れ
、
前
年

度
同
期
と
比
較
し
て
０
・
９
ポ
イ

ン
ト
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
特
別
会
計
、
町
税
の
負

担
状
況
、
町
債
の
残
高
と
基
金
の

残
高
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
財
政
課
財
務
係

予算現額

73億8,405万3千円

36億8,094万7千円

37億8,558万8千円

22億7,843万1千円

収入済額

予算現額

73億8,405万3千円 31億2,601万5千円

支出済額

18年9月30日現在 17年9月30日現在

収入割合（％）

51.3 53.6

61.9 61.4

歳入

歳出

区　　　　分

町税

18年度 17年度

支出割合（％）

増減額

18年9月30日現在 17年9月30日現在区　　　　分 増　減

63万7,295円63万1,385円一世帯当たり（予算）

町民一人当たり（予算）

世  　帯　  数

人    　　　口

一世帯当たり（町税）

町民一人当たり（町税）

△5,910円

24万   727円24万2,052円 1,325円

31万6,880円31万4,745円 △2,135円

11万9,696円12万   663円 967円

30,506人 30,781人 275人△

11,695世帯 11,627世帯 68世帯

42.3 41.4

18年度 17年度

特別会計名 予算現額

28億6,269万4千円 12億   259万2千円

28億6,269万4千円 11億3,830万4千円

23億8,488万5千円

23億8,488万5千円

10億2,052万5千円

9億8,660万6千円

15億7,173万3千円

15億7,173万3千円

7億9,505万9千円

6億2,327万6千円

12億2,609万円  　

12億2,609万円  　

4億4,920万1千円

3億4,639万円  　

収入・支出済額 収入・支出
割合（％）

42.0

39.8

42.8

41.4

50.6

39.7

36.6

28.3

国民健康保険

老人保健医療

介護保険

下水道事業

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

140億

120億

100億

80億

60億

40億

20億

0

20億

15億

10億

5億

0

16年9月30日現在

一般会計 下水道事業特別会計

17年9月30日現在 18年9月30日現在

16年9月30日現在 17年9月30日現在 18年9月30日現在

116億3,473万7千円 123億8,540万6千円120億3,868万1千円

17億8,942万3千円

15億6,339万8千円 15億137万6千円

（円）

（円）

5858億6,4026,402万3千円千円58億6,402万3千円 6262億5,8535,853万8千円千円

5757億7,0717,071万4千円千円 5757億8,0148,014万3千円千円

62億5,853万8千円

57億7,071万4千円 57億8,014万3千円

6565億7,5047,504万5千円千円

5858億1,0361,036万1千円千円

65億7,504万5千円

58億1,036万1千円



　
障
害
者
が
差
別
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
が
実
現
で
き

る
よ
う
に
目
指
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
障
害
が
あ
る
」
こ
と
は
特
別

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
が
わ
か
っ
て
い
れ
ば
「
何

か
お
手
伝
い
し
ま
し
ょ
う
か
？
」

と
い
う
一
言
も
自
然
と
言
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
み
な
さ
ん
も
同
じ
社
会
に
住
む

仲
間
と
し
て
、
何
か
に
困
っ
て
い

る
障
害
者
を
見
か
け
た
ら
ち
ょ
っ

と
勇
気
を
だ
し
て
、
笑
顔
で
声
を

か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
歩
道
に
あ
る
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
は
、

視
覚
障
害
者
に
と
っ
て
の
「
道

す
じ
」
で
す
。
そ
の
上
に
自
転

車
や
看
板
な
ど
の
障
害
物
を
置

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
補
助
犬（
盲
導
犬
・
介
助
犬
・
聴
導

犬
）は
ペ
ッ
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

補
助
犬
の
仕
事
中
は
触
っ
た
り

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
の
多
く

は
、
手
話
が
で
き
な
く
て
も
筆

談
や
唇
の
動
き
で
会
話
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
10
月
11
日
（
水
）
、
駅
周
辺
を

中
心
と
し
た
重
点
整
備
地
区
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
た

め
、
二
宮
町
交
通
バ
リ
ア
フ
リ

ー
基
本
構
想
策
定
協
議
会
委
員

と
公
募
に
よ
る
参
加
希
望
者
で
、

現
地
を
実
際
に
歩
い
て
調
査
し

ま
し
た
。

　
都
市
整
備
課
計
画
指
導
係

実体験をもとにした意見が多数
出ていました。

　
今
ま
で
障
害
の
種
別
や
年
齢
ご

と
に
個
別
の
法
律
で
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
た
も
の
が
、
こ
の
法

律
に
よ
り
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

一
元
化
さ
れ
、
障
害
や
年
齢
に
よ

っ
て
個
別
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
手
続
き
が
、
一
本
化

さ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ー
ビ
ス
は
国
全
体
の
統
一
的

な
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
と
、

市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て
地
域
の

特
性
を
活
か
し
た
事
業
を
展
開
す

る
「
地
域
生
活
支
援
事
業
」
に
別

れ
ま
し
た
。

障
害
者
な
ど
か
ら
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
相
談
や
必
要
な
情
報
提

供
を
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
「
手
話
通
訳
者
派
遣

事
業
」
と
し
て
実
施
し
て
い
た

も
の
で
す
。
（
利
用
者
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。
）

重
度
障
害
者
の
日
常
生
活
を
容

易
と
す
る
た
め
の
用
具
の
給
付

ま
た
は
貸
し
付
け
を
し
ま
す
。

（
利
用
者
負
担
は
原
則
１
割
）

障
害
を
お
持
ち
の
方
が
外
出
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
移
動

を
支
援
し
ま
す
。
（
利
用
者
負

担
は
原
則
１
割
）

介
護
す
る
方
の
急
用
な
ど
に
よ

り
障
害
者
（
児
）
の
面
倒
を
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
の
、

一
時
的
な
見
守
り
支
援
。
（
利

用
者
負
担
は
原
則
１
割
）

　
10
月
１
日
か
ら
は
、
所
得
に
応

じ
て
月
額
負
担
上
限
額
が
設
け
ら

れ
た
う
え
で
の
利
用
者
一
律
１
割

負
担
に
な
り
ま
す
。

　
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
障
害
が
あ
る
人
の
社
会
参

加
と
自
立
促
進
を
目
的
と
す

る
障
害
者
自
立
支
援
法
が
10

月
に
全
面
施
行
さ
れ
、
一
部

サ
ー
ビ
ス
が
町
の
地
域
生
活

支
援
事
業
に
移
行
し
ま
し
た
。

※１ 低所得１…町民税非課税世帯であって、障害者本人（18

　歳未満の場合はその保護者）の年間収入額が80万円以下。

※２ 低所得２…町民税非課税世帯であって、障害者本人（18

　歳未満の場合はその保護者）の年間収入額が80万円以上。

一定所得以上（本人または世帯員のうち、町民税所得割税額が

50万円以上の場合）は支給対象外（全額自己負担）となります。

世帯所得区分

生活保護

低所得１　※１

低所得２　※２

一　　般

月額負担上限

0円

15,000円

24,600円

37,200円



平
成
１７
年
度
の
介
護
保
険
の
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
（
後
編
）

介護度別サービス利用者数の推移

介 護 度
平成12年９月利用者 平成17年９月利用者

要 支 援

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

合   　  計

31

68

51

38

27

27

242

0

17

30

33

29

49

158

居　宅 施　設

31

85

81

71

56

76

400

80

211

94

84

50

32

551

0

13

26

41

55

71

206

80

224

120

125

105

103

757

合　計 居　宅 施　設 合　計

伸び率（％）

158.1

210.3

84.3

121.1

85.2

18.5

127.7

－   

-23.5

-13.3

24.2

89.7

44.9

30.4

158.1

163.5

48.1

76.1

87.5

35.5

89.3

居　宅 施　設 合　計

　
先
月
号
に
引
き
続
き
、
平
成
17

年
度
の
介
護
保
険
の
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
介
護
度
別
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
が
平
成
12
年
と
比
べ

て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
、
費

用
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
か
、
そ

し
て
健
康
的
な
老
後
を
迎
え
る
た

め
の
秘
訣
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
を
平
成
12

年
と
17
年
で
比
べ
る
と
、
施
設
サ

ー
ビ
ス
は
30
・
４
％
の
増
加
な
の

に
対
し
て
居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

は
１
２
７
・
７
％
の
増
と
約
２
・

３
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け

て
い
た
だ
く
と
い
う
介
護
保
険
の

趣
旨
に
沿
っ
た
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
で
は
軽

度
の
方
の
増
加
が
著
し
い
の
に
対

し
て
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
で
は
比
較

的
重
度
の
方
の
割
合
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
施
設
サ
ー
ビ

ス
は
自
宅
で
の
生
活
が
困
難
な
重

度
の
方
の
入
所
を
優
先
し
て
い
る

こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
に

対
し
て
町
が
支
払
っ
た
金
額
（
給

付
額
）
は
、
平
成
17
年
度
で
は
年

間
13
億
７
６
９
６
万
３
千
円
で
し

た
。
　
こ
の
う
ち
の
52
・
２
％
は
施
設

サ
ー
ビ
ス
で
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
よ

り
４
・
４
ポ
イ
ン
ト
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
１
人

あ
た
り
の
年
間
給
付
額
は
居
宅
サ

ー
ビ
ス
の
１
１
４
万
５
千
円
に
対

し
て
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
で
は
３
５

３
万
９
千
円
で
、
約
３
倍
と
大
幅

に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
若
く
て
元
気
な
の
で
介
護

な
ん
て
関
係
な
い
と
言
わ
れ
る
方

が
い
ま
す
が
、
元
気
な
う
ち
か
ら

運
動
を
し
た
り
、
食
生
活
を
見
直

し
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

適
度
な
運
動
や
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
生
活
を
送
る
よ
う
に
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

趣
味
の
サ
ー
ク
ル
に
入
る
な
ど
、

活
動
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
も
介

護
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
日
々
の
介
護
予
防
を
通
し
て
、

元
気
な
80
代
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

 

高
齢
介
護
課
介
護
保
険
係

利用者１人あたりの年間平均給付額

※１年間のサービス利用者１人あたりの平均給付額

年間給付額

（千円）
サービス種類 構成比

平均給付額

※（千円）

居宅サービス

施設サービス

合　　計

658,485

718,478

1,376,963

47.8％

52.2％

100.0％

1,145

3,539

1,770

※事業状況報告の数値より・各年11月（９月給付）報告分



こんにちは 健康課です　第52回



あなたの自慢の「にのみや」でご応募ください。

第12回にのみや観光
フォトコンテスト

ふ　り　が　な

氏　　　名

住　　　所
〒

電　　　話

題　　　名

撮 影 場 所

撮影年月日

応募票

新教育委員に

   桐生 芳江氏

職　　名

委　員　長

委員長職務代理

委　　　員

委　　　員

教　育　長

氏　　　名

古　村　恭三郎

能　島　榮之助

松　本　博　良

桐　生　芳　江

小　林　信　昭

教育委員名簿　　　　　　　　（敬称略）

孫の代まで

　　　良い環境を残すため



「女性に対する暴力をなくす運動」「女性に対する暴力をなくす運動」

毎年毎年11月12日から日から2525日は日は毎年11月12日から25日は

～活かします　あなたの納める貴重な税～



古紙・布類

資源ごみの収集量と売却代金

ビン・ガラス類

金属・空カン類

樹 脂 類

173,380㎏

９月分 前月比

13,560㎏

24,966㎏

12,685㎏

1,039,747円

8,010円

215,784円

5,315円

－750㎏

2,190㎏

561㎏

10㎏

75,998円

1,268,856円 82,215円

1,490円

4,728円

－1円

金額総計
（売却代金は町の会計に入る）

町の人口（10月1日現在）

総　数

男

女

世帯数

29,987人

14,547人

15,440人

11,088世帯

（－ 35）

（－16）

（－19）

（＋ 1）
（　）内は前月比。

平成17年国勢調査結果速報を基礎数値にしています。

皆さんそろって投票しましょう

二宮町議会議員二宮町議会議員・町長選挙町長選挙二宮町議会議員二宮町議会議員・町長選挙町長選挙二宮町議会議員・町長選挙

11月19日（日）は

「ねぇみんな、「ねぇみんな、
　　　この金額に目を留めて！」　　　この金額に目を留めて！」
「ねぇみんな、
　　　この金額に目を留めて！」

神奈川県最低賃金が改正！



　
川
匂
地
区
に
あ
る
西
光
寺
の
境

内
に
は
、
高
さ
約
25
メ
ー
ト
ル
の

カ
ヤ
の
木
が
あ
り
ま
す
。
樹
齢
約

５
３
０
年
と
い
わ
れ
、
昭
和
52
年

に
は
町
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
木
の
根
元
が
踏
み
固
め

ら
れ
て
し
ま
い
、
木
が
弱
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
約
10
年
前
に
保

護
対
策
と
し
て
土
を
入
れ
替
え
、

木
の
幹
の
周
り
を
囲
む
よ
う
に
サ

ツ
キ
を
植
栽
し
ま
し
た
。
そ
の
甲

斐
あ
っ
て
、
現
在
で
は
枝
ぶ
り
も

豊
か
に
な
り
、
緑
の
葉
が
生
い
茂

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ご
住
職
の
お
話
で
は
、
カ
ヤ
の

木
は
夏
に
実
を
つ
け
、
そ
れ
を
拾

い
集
め
る
こ
と
が
子
ど
も
の
頃
の

大
切
な
仕
事
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

集
め
た
カ
ヤ
の
実
は
乾
燥
さ
せ
て

油
屋
へ
持
っ
て
行
き
、
食
用
油
や

灯
明
油
に
な
り
ま
し
た
。
カ
ヤ
の

実
は
子
ど
も
の
夜
尿
症
に
も
効
果

が
あ
る
と
い
わ
れ
、
炒
っ
た
も
の

を
食
べ
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
蚊
い
ぶ
し

と
い
っ
て
落
ち
た
カ
ヤ
の
葉
を
か

き
集
め
て
燃
や
す
と
、
虫
除
け
の

効
果
も
あ
り
ま
し
た
。

　
自
然
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
暮

ら
し
を
営
ん
で
い
た
頃
が
思
い
起

こ
さ
れ
ま
す
。　

西
光
寺
の
境
内
や

そ
の
周
り
に
は
、
た

く
さ
ん
の
お
地
蔵
さ

ん
が
あ
り
ま
す
。
袖

切
り
地
蔵
や
地
下
一

願
地
蔵
な
ど
が
あ
り
、

そ
の
中
で
最
も
古
い

も
の
が
寛
政
九
（
１

７
９
７
）
年
に
建
立

さ
れ
た
子
育
て
地
蔵

で
す
。
地
蔵
さ
ん
は
丸
彫
り
坐
像

で
、
手
に
は
宝
珠
を
持
っ
て
い
ま

す
。
　
こ
の
地
蔵
さ
ん
は
一
説
に
、
疫

病
が
大
流
行
し
て
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
そ

の
供
養
と
、
更
に
生
ま
れ
て
く
る

子
ど
も
た
ち
が
無
事
に
育
つ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
願
い
を
こ
め
て

建
て
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
西
光
寺
で
は
毎
年
10
月

中
旬
に
地
蔵
祭
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
を
願
い
、
人

と
人
と
の
ご
縁
を
は
ぐ
く
む
祭
と

し
て
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
を
得

て
始
め
ら
れ
、
今
年
で
27
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
願
う
人
々
の
気
持
ち
は
、
今
で

も
大
切
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
川
匂
２
３
０

　
　
　
　
　
押
切
坂
上
バ
ス
停
よ

り
徒
歩
約
15
分
。
二
宮
西
中
学
校

そ
ば
。

写真右上はカヤの実

と
う
み
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　

か
　
い
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぼ
　
　
　
　
ざ
　

ぞ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う
　

じ
ゅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か

　

い

防火ポスターコンクール防火ポスターコンクール

５
年
生
　
最
優
秀
賞

一
色
小
学
校
　
齊
田
俊
太
朗
さ
ん

４
年
生
　
最
優
秀
賞

山
西
小
学
校
　
遠
田
悠
人
さ
ん

６
年
生
　
最
優
秀
賞

二
宮
小
学
校
　
脇
　
真
帆
さ
ん



消　防
協力者

　
９
月
28
日
（
木
）
、
ラ
デ
ィ
ア
ン

で
敬
老
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
か
わ
い
ら
し
い
園
児
た
ち
の
お

遊
戯
に
思
わ
ず
に
っ
こ
り
。

　
歌
や
踊
り
や
手
品
な
ど
で
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
い
つ
ま
で
も
健
康
第
一
で
、
元

気
に
笑
顔
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

衣装もバッチリ
　　　　百合が丘保育園のみなさん

今
年
対
象
に
な
っ
た
77
歳
以
上

（
12
月
末
日
現
在
）
の
方
は
２
４

５
６
人
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。

農林水産まつり  第１部

畜 産 共 進畜 産 共 進 会畜 産 共 進 会

子
牛
に
興
味
津
々
！

「
子
牛
な
の
に
お
っ
き
い
ね
ぇ
」

と
言
っ
た
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
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総合防災訓練総合防災訓練総合防災訓練

快勝の百合が丘３ チームワークが光る元町北

リレー種目の結果

小・中学生地区別リレー
女子の部男子の部

団体及び職域別リレー優勝チーム年代別地区別リレー優勝チーム

第１位

第２位

第３位

第１位

第２位

第３位

元町北

越地

茶屋Ａ

百合が丘３

百合が丘１

釜野

Ａブロック

Ｂブロック

Ｃブロック

Ｄブロック

元町南

富士見が丘１

茶屋

下町

子ども

一　般

子ども

一　般

子ども

一　般

二宮ミニバスケットボールA

二宮小学校B

二宮剣道部A

二宮小学校A

二宮剣道部B

中町祭囃子保存会

女

子

男

子

混

合

参加者の
ロープワーク訓練

陸自・消防署救助隊
による救出訓練


